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業績予想（単体）の修正に関するお知らせ 

 
  平成 18 年５月 18 日に公表いたしました平成 19 年３月期中間期（平成 18 年４月１～平成 18 年９月
30 日）及び通期（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日）の単体の業績予想を修正いたしましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 
記 

 

１．平成 19 年３月期 中間期業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 18 年５月 18 日発表） 32,800    800     300    

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 32,800    800     △300    

増 減 額 （Ｂ）－（Ａ） ―    ―     △600    

増    減    率   （％） ―    ―     ―    

前期実績（平成 17 年９月期） 29,065    1,175     △1,045    

 
２．平成 19 年３月期 通期業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 18 年５月 18 日発表） 77,000    7,200     3,400    

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 77,000    7,200     2,800    

増 減 額 （Ｂ）－（Ａ） ―    ―     △600    

増    減    率   （％） ―    ―     △17.6    

前期実績（平成 18 年３月期） 71,666    6,871     1,787    

 
３．修正の理由 

   前期における減損会計適用により将来減算一時差異が増加したことに伴い、繰延税金資産の回収

可能性を検討した結果、当第 1 四半期においてスケジューリング不能な将来減算一時差異に係る繰

延税金資産を取り崩すことにより税金費用が 625 百万円増加することとなったため、当期純利益を

上記のとおり修正いたします。 

 なお、連結業績に与える影響は軽微であるため、連結業績予想は修正しておりません。 
 
（注）上記の予想は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以 上  


